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はじめに 
 JIS 安全⾊（JIS Z 9101:2018 (IDT)図記号 - 安全⾊

及び安全標識 - 安全標識及び安全マーキングのデザ

イン通則、JIS Z 9103:2018(MOD)図記号-安全⾊及び

安全標識-安全⾊の⾊度座標の範囲及び測定⽅法）の

2018 年の改定は、⾊の⾒え⽅に配慮している。図[1]

⾊の⾒え⽅の多様性に対応するには、⾊覚の三種類

の視覚錐体細胞の周波数範囲の偏りと、視覚錐体細

胞の数の偏り・分布が分かるとよい。⾚と緑の錐体

の周波数帯域が近く、⾚と緑の錐体の数が多いこと

による影響を調査している。図[2] 

 

 また視覚錐体細胞に関する遺伝⼦解析により、体

系的な理解が深まるかもしれない。 

Qiita記事 
Qiita に記事「プログラマが知っているとよい⾊使い

(安全⾊)」[3]をインターンシップで来ていた学⽣

に、ゲームプログラムの⾯⽩さを伝えるための記事

として書き始めた。ゲームプログラマの⽅々に安全

標識の⾊づかいが変わったことをお知らせすること

も狙った。若いゲームプログラマを中⼼にはてなブ

ックマークでのコメント、Twitter で RT してもら

え、Qiita で Daily ⼀位の「いいね」をいただいた。 

カラーユニバーサルデザイン 
 都道府県、市町村の配⾊に関する取り組みで
は、視覚の多様性に配慮した⼿引きを作った
り、カラーユニバーサルデザイン推奨配⾊セット 

ガイドブック 第２版[4]などを活⽤している。 

カラーユニバーサルデザインを応⽤すれば全く配慮

していない状態よりはよくすることができる。しか

し、⾒え⽅は多様で、必ず配⾊をこうすればいいと

いう結論はない。 

JIS 安全⾊の改定に際しても調査を⾏なっているが

少数である。他の調査も、必ずしも⼤規模ではな

い。そのため、多様性の範囲、確率分布がどのよう

なものであるかは必ずしも把握していない。⽂化、

地域性、経験、脳をはじめとする他の神経機能など

との分担により、実際にどう感じるかはわからない

と推測している。名古屋市⼯業研究所では⾊弱模擬

フィルタ「バリアントール」[5]などを常備し、カラ

ーユニバーサルデザインへの⽀援を⾏なっている。 

 ⼤規模調査は、ネットでの⼈気商品や、⼈気サー

ビスのデータで可能になるかもしれない。amazon, 

google などの配⾊をバリアントールで拝⾒しながら



検討している。しかし、バリアントールで初めて特

定の⾒え⽅になっている状態での感じ⽅であり、そ

の状態が⻑く続いた場合の感じ⽅とは同じとは限ら

ない。また、テレビ映像をバリアントールで視聴し

ていると、⾃然の⾵景は⾒ていて安⼼できるが、広

告などの⼈⼯物で違和感を感じることがある。 

ちょけねこたんじょうびのおくりもの 
 ⼦供向け HAZOP 教材[6]の表の部分をバリアン

トールで⾒たら、表の⾊分けがまぎらわしいことが

わかった。しかし、カラーユニバーサルデザイン推

奨配⾊セットガイドブックで学んでも、カラーコー

ディネータ検定試験[7]の資料で学んでも、カラーデ

ザイン研究所 イメージスケール[8]で検討してもこ

れだという決め⼿に辿り着いてない。 

安全分析 
 ⽇本学術会議安全⼯学シンポジウム[9]では、

2008 年より安全分析関連の発表を 10 年継続してき

た[10][11][12][13][14]。今年は、道具の拡張を含

めて 5 件発表している[15][16][17][18][19]。まだ

安全分析での⾊の選定の作業ができていない。 

 カラーユニバーサルデザイン推奨配⾊セットガイ

ドブックは、塗装⽤、印刷⽤、画⾯⽤の三種類を⽤

意しており、⼯業⽤の⼤切な領域の情報提供はでき

ている。しかし、⾊の⾒え⽅の違いにもとづいた印

象の差の測定⽅法、⽂化の違いによる⾊の意味の違

い、光源や環境光による影響の仕分けなど、現地現

物で検討するとよい事項もある。広告物では市場へ

の影響が明確に出ていることを⽰せるとよい。 

まとめと今後の課題 
ゲームプログラミングから始めて、印刷物、画像と

塗装について検討してきた。塗装では、⼈の視覚だ

けでなく⾃動運転などカメラによる認識を検討する

とよく、機械学習での処理を検討している[20]。 

 近年、急速に実⽤化しつつ量⼦計算機では確率計

算、最適化問題への応⽤が進んでいる。視覚の遺伝

⼦と視覚錐体細胞の分布などと、⾒え⽅についての

計算への応⽤も期待されている。 
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